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で
.あ
っ
た
。
‘そ
の
期
限
は
か
な
り
短
か
い
。
ニ
年
か
ら
八
年
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ン
h
は一

年
か
半
年
ご
と
に
、
貨
幣
か
現
物
で
召
上
げ
ら
れ
た
。

て
い
た
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
し
か
し
パ
•
ヶ
ル
シ
ー
地
方
•に
お
い
て
賃
借
者
の
立
場
は
.一
段
と
深
刻
で
あ
っ
た
。
期
限
は
さ
ら
に
短
か
く
、
い
か 

な
る
場
合
も
九
年
を
越
え
な
.い
。
そ
れ
以
下
が
も
ち
と
も
多
か
っ
た
。
ラ
ン
十
は
一
般
に
現
物
で
取
立
て
ら
れ
て
い
た
。
貨
幣
の
場
合
は
ま
れ
で 

あ
る
。
し
か
も
フ
ヱ
ル
ム
の
出
現
が
.こ
.こ
で
は
も
っ
と
も
お
そ
く
、

1.

三
四
.

I

年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
む
し
ろ
メ
テ
リ
と
い
い
た
い*。

今
や
‘フ
ヱ
ル
マ
ー
ジ
ュ
が
貨
幣
経
済
の
発
展
忆
照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
土
地
ひ
所
有
若
が
貨
幣
に
不
足
し
、
こ
れ
を 

克

尋

べ

く

^
本
钱
マ
ー
丨
^

真

に

頼

神

た

:'
:'0

-

ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
い
て
メ
テ
リ
が
い
ち
早
く
フH

ル
ム
‘に
組
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
せ
よ。

し
か
し
問
題
は
領
主
が
フ
エ
ル
ム
の
賃
貸
者 

と
し
て
貨
幣
を
獲
得
.し
な
け
れ
^:
な
ら
な
'い
'理
由
.で
.あ
ろ
：5
。■

.そ
：
の

瘍

合

、
■直
接
経
営
で
は
.；い
_
な

：い0《

^

の̂
段
階
で
そ
れ
4 -
か
え

っ
て
大 

I

危
険
が
と
も
な
っ
た
。
領
主
が
土
地
を
離
れ
て
い
た
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
は
適
切
な
下
僚
を
持
た
な
か
I

I

麗

I

貨 

.幣
の
収
取
の
た
め
に
は
ラ
ン
テ
ィ
エ
と
し
て
の
ほ
ぅ
が
む
し
ろ
安
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ヱ
ル
.
.マ
ー
ジ
ュ
で
負
担
が
貨
幣
に
よ
っ

た 

.，こ
と
ば
重
大
な
影
響
を
持
づ
た
。
今
や
フ

エ

ル
へ
、、
エ

の
自
主
が
最
大
限
に
認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
も
し
そ
の
気
に
：さ
え
な
れ
ば
、：
彼
は
フ
エ 

ル
ム
を
自
己
の
地
.位
の
改
善
の
た
め
利
用
す
る
と
と
が
で
き
た
。
貨
幣
の
変
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
額
の
ラ
ジ
ト
.と
い
ぅ
：こ
と
で
、
現
物
を
持
つ
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'

.

I

.

...

:

者
と
し
て
彼
は
大
い
に
利
益
を
得
た
。：.そ

し

：て

急

速

：に
|役
畜
：を
回
復
し
た
：。：
し
が
し
賃
貸
の
期
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
最
大
の
障
害
で
あ 

る
。
今
や
そ
の
延
長
が
フ
ヱ
ル
ミ
.工
の
間
.で
最
大
の
関
.心
事
と
な
っ
て
い
っ
た
。
終
身
こ
れ
を
賃
低
^
る
場
入
ロ
が
み
ら
が
る
シ
こ
が
は
賃
貸
地
の 

テ
：ニ 

ユ
：ア
化
と
>

0毫

.
:^
い
.か
0 

- 

V 

^

.
、

フ
ェ
々
T

ジ
ュ
.

9

事
？
の
い
く
っ
ル
に
っ
ぃ
て
攸
、
^

!^-
^

,

^

^

.

.

.
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こ

.'.'.'

'
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:
'
フ
.
：1

経
済
統
合
理
論

'の

確

立

：に

関

し

て

一
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第
1

章
経
済
統
合
の
定
義
と
そ
0

本

質
-:
:

ノ

第
二
.章
'

M
済
統
合
の
■歴
史
的
賢
置
と
現
'状
り

'I
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第

三
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免
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第

一

節
#

来
の
理
論
の
反
#
と
問
題
点

へ
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.

;世
界
経
済
に
お
け
る
経
済
統
合
化(

地
域
主
義)

.の
動
き
は
、

第
二
次
大
戦
後
発
生
し
た
持
続
的
•
.支
配
的
傾
向
で
あ
り
、

し
た
が
づ
て
資
本
，

. 

.

.
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.
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.

 

.

•
•主
義
世
界
経
済
の
鉴
本
的
潮
流
な
い
.し
変
質
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
^
.い
.た
る
ま
で
、
.と
く
に
最
近
に
お
い
て
、
欧
州
経
済
共
同 

体

X

E

E

C

)

を
中
心
と
す
を
こ
の
経
済
統
合
を
、

理
論
的

.'
実
証
的
•
歴
史
的
に
研
究
す
る
夥
し
い
.文
献
が
発
表
さ
れ
て
い(

如
^

統
'一：
的
体

:
ノ
7

.

'
':
::

.経
済
統
合
の
.理
論
：と
：氣
態
.：>;
^

 

^
 
^
 ̂ 

V-.



:系

的

私

分

清

醫

な

裡

論

：は
.1
-
>案
だ

確

忠

ざ.れ
'て
：：い.ず
、
_

^

.
こ

と

の

よ

う

に

思

わ

れ

る

;-
0

，

;

'

:

:
 

ノ
.：

• 

へ

、

ぃ

.

.
：

-

,

'

':
.
. 

..V

.
根
本
的
^
^
|マ
従
来
(0
連
論
^
ー
は
別
個̂
存
在
^

^

彳̂
。
経

済

統#
理

論

が

：成

立.可
能

な

々

發̂ 

い
る
Vi
、
.本
；

41

文 

に

ま

-v
て
は
，
.経
济

著

ロ

理

論̂
立
办
必
要
姓
を
明
示
:1
>
:、；
ぞ
の
^
論
^
 

の
か
.の
究
明
に
中
心
を
お
く
。
统
合
理
論
確
立
の
必 

要
性
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
的
展
開
に
要
請
さ
れ
て
こ
れ
を
解
明
す
る
新
し
い
理
論
が
求
め
ら
れ
で
：い

ぎj

と
に
存
し
、
逆
の
面
よ
り
い
え
，±
、
 

従
来
の
国
際
経
済
理
論
に
よ
っ
.て
は
経
済
統
合
を
十
分
に
は
説
明
匕
え
ぬ
と
い
う
反
省
に
基
1
<3
。

経
済
統
合
理
論
に
と
っ
て

%-
づ
之
も
重
要
な
^
は

、

，
経
済
統
合
を
ど
う
定
義
し
、

そ
の
本
質
を
い
か
に
：と
ら
え
る
か
'で
あ
：ろ
う
。

す
な
わ
ら 

CI
.

何
故
猶
界
太
の
'統
合

で

；は.な
べ
て
地
域
的
統
合
が
選
択
ざ
れ
ゐ
.の
^̂
^

の
問
題
が
十
分
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
経
済
統
合
の
も
つ
特
殊
性
が
理
解
さ
么
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
済
嫌
合
が
他
域
的
，に
限
ら
.れ
る
と
い
う
こ 

と
は
セ
ヵ
ン
ド
•
ベ
ス
ト
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
.他
方
で
は
地
域
的
に
限
ら
れ
ざ
る
を
え
な
.い

靈

を

I

て
い
I

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

従
来
の
経
済
統
ム
ロ
の
近
代
理
.，

ill

的
分
析
は
；
経
済
統
合
の
効
果
分
析
莉
益
分
析

)

，
に

集

中

し

て

お

々

、
，

.経
済
紙
合
理
論
に
.と
っ
て
も
っ
と
も 

肝
要
た
と
考
え
ら
れ
る
統
合
の
理
論
的
必
然
性
分
抑(

要
因
分
析)

■や
構

成

原

理

と

か

の

考

察

を

欠

い

ー

て

き

て

^
る)

。

こ
の
ゝ」

と
が
、
資

本

主

義
 

の
発
展
過
程
.の
う
ち
に
お
い
て
疏
合
を
把
握
1.
':
、
'.
あ

る

.1
'
は
：現

実

展

開̂

接̂

^
結
び
つ
以
で
理
論
を
撒
敗
す
る
こ
*;
を
衣
可
能
に
1>
て
き
た
よ 

う
|

う
。
こ
こ
で
の
考
察
め
童
点
は
、''
'経
済
統
合
理
論
を
ま
ず
要
因
分
析
と
効
.果
分
柙
|

分
し
、ぺ
前
者
の
究
明
.の
上
に
：'
あ
く
f

両
者
を 

.関
連
し
て
分
析
令
行
な
い
？
理
論
体
系
を
確
立
す
そJ.

と
'に
向
け
ら
れ
.
こ
こ
に
従
来
の
研
究
と
は
こ
と
な
る
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
か
よ 

う
介
統
合
理
論
の
確
立
が
ホ
分
に
な
さ
れ
れ
ぱ
、
差
別
的
な
自
由
化
は
、
fe
I
別
的
な
世
：界
的
自
由
化
へ
の
接
近
で
あ
る
■の
■か
.退
却
で
あ
る
の
か 

の
.問
題

も

自

づ1ど
解
答
さ
れ
よ
う
レ
、-
自
世
化
§
_
請

を

會

み

つ

.：
つ

地

敗

化

が 

.さ

ら

裳

も

う

一

つ

の

主*

, ^

^

«

ー
 

购
#
系

的
: 1

|
の
確
立
が
望
ま
し
い
が
、
従
来
の

-.
0

:

ぅ
に
先
進
_
統
合
と
词
じ
理
論
で
7£
開
発
国
铺
合

と
分
析
す
る
.こ
_と
伐
不
可
熊
で
あ
>
、
：先
進
国
統
合
モ
::
?
ル
.と
低
開
発
国
統
合
.モ
'を
ル
と
：に
'ニ
分
1.
:て
理
論
構
成
を
行
な
'お
グ
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

.
一.
.
：

'

:

'

.

:'
:厂
：.ふ
-
、

V 

V 

- 

I
. 

;

•■
:
' 

'
V
I
:
:
. 
.

'

■:
...

銮
本
的

^
構

成

ど

：し

；て
；は

、

：

歴

史

的

考

察.
現

状

認

識

：：
±
o

め
：メ'
-1
;
:タ

ク

：テ
ィ
ブ
：を

.つ

1

か
む)

：.
1歴
史

的

，.現
実
的
展
朗
の
潘
論
的
解
阴
-
>
経 

済
統
合
11
'
論
の
確
立
ん
理
論
の
現
実
適
用
'
:
8令
：の

現

状

尤

将

来

を

座

論

葡

い

；で

.霖

す

る)

：.：，
で

あ

り

、

木

論

文

で

疼

 

'ま
ず
^'
済
铳
合
办
本
質
.
• 

定
義
を
明
確
北
し
た
上
で
、.：；経
済
統
食
の
it
史
的
展
開
；
：現
状
を
簡
単
に
整
理
し
、

.さ
ら
^
従
來
；

..
€

>

'^

.し
ぅ
る
か
^
か
.を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
を
措
摘
し
、
で
は
経
済
統
令
理
論
は
い
か
な
る
体
系
を
も
ち
、
い
か
に
構
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.：か
を

明
ら
か
に
す
る
。
：：し
：

.

.
'
た
：
:
:
:
.
'
’
.

'

■

-
 

:
.
'
■■
•

,

一：.：
.
:
.
'
:

..
■

-

ベ
'
:'■
'■
ニ

_
問

題

の

限»
と
^
'て

は
,-
'
;第
1
.
.
.
:

に
.経
済

面

の

み

を

考

慮

し

、

.
_
治

,
社

会

，
•
.
文

化

等

々

：の

面

を

全

く

捨

象

し

て

お

り

、
.
'
第

一
一
に
資

本

主

義

世

界 

.経
済
の
み
を
主
と
し
で
と
り
扱
い
^
第
ー
|

£経
済
紘
合
の
養
_
的
涴
明
ヒ
电
心
^
お

な

論

理

の_み
を

分

析

し

、
飨

芄

^

ば

短

期

的

な

問

疆

握

:±
り

む
^
ぢ
長
册
的
な
問
題
把
：握
を
行
な
ぅ
て
い
る
こ
：と
な
ど
で
^

•
 

•
 

.
 
.

.

. 

.
 

.

.

(

注
1)

：
あ
ま
り
に
夥
し

:い
論
文

..
著
書
が
内
外
吟
お
い
：て
雜
表
さ
れ
で
、
ゎ
れ
.を

体

系

的

に

整

垭

を

：
の

於

面

.
,
_
な
ほ
.ど
で
あ
る
が
、
し
か
し
注
自
を
ひ
く
も 

の
财

-'
^

常
に
，:4
ホ
: \

こ

こ

て

は

文

献

サ

ー

ヴ

ヱ

ィ

的

な

研
,̂
は

一

切

行

な

づ

て

い

な

-1
:

多
く
の
文
献
冷
ぅ
ま
く
総
括
し
て
い
る
も
の
と
七
て
、
次
の
も
の

.

(

注
.
2) 

§a Bakss^.:*Towar 

泛

 a,Theory of Economic Integration?Kyklos 
二 Fasd. I, 

§
 

p
.
v
- 

' 

ス
.

.

(

注
3)

：
小
島
清
，：：

「

欧
州
與
同
市
場
の
塵
済
学
: ^

1
;
«

_

:

,
.

ー

九

六

；
ー
へ
ー

#
九
月
^
,

」

ー
九—

riiv

頁
い
'と

爸

：

「

だ
が
地
域
的
経
済
統
合
技 

,

を
基
礎
上
し
ズ
世
界
大
の
^
由
賈
易
を
^
獎
す
る
こ
払
ま
每
国
傺
経
済
德
対
ず
る
、：：

ま
こ
と
^
真
新
し
：い
挑
戦
で
.あ
る」

"(

ニ
：〇
頁)

と
強
調
さ
\
て

r

' 

る
。

.

.• 

. 

: '
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.
、■■
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.

. 

■ 

:

.

.

S

-A
.小
^ ,
清

'

「

導

.一
免
亂
品
®
易
ど
共
同
市
場」

『

ア
ジ
ア
の
第
一
次
商
品
ず
易』

'

(

ア
ジ
ア
経
済
研
究
シ
y
.
c

ス
ニ
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ア
ジ
ア
経
资
研
究
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ハ
ニ
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.
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'
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_
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: 
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:
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. 

, 

■ 

.

.

.

.

.

.

. 

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

'
空

：プ 

一
；
.
：
' 

'

.

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

•' 

; 

- 

■

. 

. 

.
.
.

 

- 

•

'
.
.
. 

'
.
. 

.
•

••
. 

. 

.. 

.

.

.

. 

. 

.
V
.
. 

, 

'ノ
 

.

ベ
.
.
.
.
. 
....... 

' 

\ 

.... い. 

.

.

.

.

.

.
 

.

.

. 

-

■
経

済

統

食0.
«
隞
.を
：明

確

龄

瓲

握

じ

：ク

M
を
確
立
^

^
た
：め■
ゆ
、)

、1

統
合

0
沐
質
理
解
に
も
と
づ
身
、；

経
済
統
合
の
定
義
を
行
^

い
、
統
合
が
い
か
な
る
•意
味

•
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
を
明
ら
が
に
す
'る
必
要
が
あ
る
。

.
,
•
. 

■ 

- 

■
•
•

.... 

- 

.
•
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.■
ー
経
済
統
食
の
本
鼠
に
づ
满
で
劣
種
^
な
芩

，な
る
_

杓
容
私
も
0
,で
使
用
ざ
れ
冗
ぱ
を
。
ー
我
々
：悔
& :
済
統
会
を3
あ
く
迄
%;
、

経
済
の
主
要
目
的

：(

経
済
的
厚
生
め
極
大
化
あ
る
い
は
安
定
的
成

9

9

、 

、 

、 

Y

、 

、 

、
，. 

.
、

、
、
、：
、.
、
、!
、
、

 

> 

、
. 、 

(

t t
2

)

長

，
高
度
生
産)

.達
成

の

：た
：め

の
.
-つ
：
：の
：国

際

的

な

手

段

ま

た

は

：制

度

，
姐

織

と

：
し
：て

杷

握

じ

.ょ
ぅ

と

：す

る

。
し

；か

1.
問

題
.は
統
合
と
い
1
手
段
な 

い
し
制
度
が
何
故
案
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
の
究
明
に
あ
り
、
さ
ら
に
統
合
は
一
つ
の
手
段
で
は
あ
っ
.て
も
、
、そ
れ
が
有
効
：に
作
用
す
る 

結
果
ど
し
.

_
本
主
義
経
済
0:
董

を

あ

を

音

曝

で

：も

た

6
ホ
た
^
い
ぅ
認
識
於
重
要
で
^
ギ

.
5 

.
"す
な
わ
ち
資
本
主
義
経
済
^
お
け
る
企
業
者
の
利
猶
§

に
あ
夯
&
由
競
争
価
格
>
:ヵ
~

は
、.
そ
の
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
ざ
る
か
ぎ
り
、
独
占
そ
の
他
種
：々
な
：る
弊
害
を
も
た
ら
し
、
'資
本
主
藥
の
分
裂
化
対
立
を
生
A
出
す
。

r

般
的

.に
は
、'
分
裂
化
し
差
別
政
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
.世
界
経
済
を
自
由
化
し
統
一
化
す
る
こ
と
が
経
済
統
合
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
統
合
は

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

 

..
 

-
 

•
: 

.

.

.

.

が
し
ろ
旧
来
の
盲
目
的
無
政
府
的
な
自
由
競
争
へ
の
復
帰
で
は
な
ぐ
て
ラ
自
由
競
净
が
有
効
に
作
用
す
名
た
め
の
条
件
智
整
備
し
ぺ
経
済
目
標
を 

達
成
す
る
た
め
に
：

r

定
の
政
策
や
統
制
な
い
し
計
画
の
わ
ぐ
内
に
私
い
で
競
争
：の
：も
た
'̂
す
効
率
的
だ
効
果
を
挙
げ
お
ぅ
と
す
る
こ
と
に
根
本
的

■

.

.

(

茁
3)

.

.

特
質
が
あ
る
。：
1,
.
.た
が
.づ
.て
變

ロ

：は

、
:'
:

資

本

主

義..：の
発

展

：に

土
^
な
；
い

明

白

と

な

：っ

た

自

由

競

辛

 

ム
.の
.弊
害
を
除
去
す
る
制
度
を
作

.

.

.

.

.

.-

.
 

.

.

.

.

.

.

 

-
 

'
 

•
 

.
 

.

.

.
 

.

.

.

.

 

...

 

-... 

.

.

.

.

.

.

. 

.

り
：、
.競
争
の
6
つ
有
劲
な
効
果
を
最
大
：に
す
る
た
.め
め
組
織
で
あ
.る
と
い
え
ょ
ぅ
。
.

.

:

'
さ
ら
に
理
論
的
に
い
え
ば
、：

完
全
競
争
の
前
提
が
み
だ
さ
れ
ず
、
.と
く
に
長
：期

的

•'動
態
的
考
察
に
お
け
る
規
模
の
経
済
.

(

通
減
費
用)

が
存 

在
す
る
こ
と
.が
、
.経

済

統

合

を

必

然

化

仁

て

：ぃ
：
る

と

.ぃ
：ぇ
ょ
ぅ
。：技
術
革
新
そ
の
他
に
ょ
る
規
模
の
瘙
済
：の
重
要
性
め
增
大
と
需
要
の
多
様
化
と

高
度
化
が
、
需
給
办
両
画
上
ヶ
fe
w
を
一
_
时
規
模
に
と
>ど
.
.ま.
.ヶ
_ぇ
ず
13
.て
、
.,
国
際
的
な
調
整
.:
拡
大
を
必
然
化
し
て
お
り
こ
こ
力
経
済
統
合 

を
も
た
.ら
し
た
第
-:
.の
：要

因

で

あ

る

。

：

.
卜
ン

;

こ
の
ょ
う
な
本
質
を
も
.つ
一
つ
の
手
段
ま
た
ば
制
度
た
る
経
済
統
合
が
、.
有
効
に
.作
用
し
う
I

.
す
れ
ば
、
資
本
主
義
経
済
の
も
つ
弊
害
.は
除 

去
さ
i
、：

そ
の
ス
ム
ー
：ス
な
運
行
を
保
f

:
る
$
と
ど
な
チ
し

■た
が
•つ
て
統
®

傾

#

-，
'
'
.
会

..

..

..

..

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

\
 

.

 

■

,
 

I
 
,

ハ

：'-»•
...

,

.............

.
な

ら

^

い

'で

あ

ろ

：う

，

ハ

：

て

:

.

:

;

'
',
'

と
：：0
ょ
う
迄
本
質
.を
と
ら
え
だ
場
含
、
経
伤
統
合
の
定
義
は
"
7-
ィ

客
 

:

去
し
、；
調
整
や
統
'ー
0

ち̂
ゆ
る
望
：ま
^:
い
要
素
を
«-
識
的
'に
遵
.入
す
.る
こ
.と
に
ょ
？
$
 

と 

で
_
だ

が

ぢ

：：と

も

正

当

な

も

：の

と

な

ろ

う

。

(

芝
 

は

こと办 

ヶ
' 

-
ょ

に

か

新

し

い

制

度

的

：な

目

標

を

ふ

く

む

と

(

い
う
統
合
か
特
殊
性
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
た
た
こ
の
定
義
に
お
し
て
は
経
済
統
合
が
世 

^
太
で
ぶ
な
<-
;

で
：
地

或

主

義

的

傾

向

、を

%:
や

'-
と

が

明

：示
：さ

れ

て
.い
.な
.

^

条

作

と

し

て.、■'司

質

的

諸

国

、の
永
：平

的

_
合

ボ

必

歡

化̂
故

を
^
と

が

の

ち

ゼ̂ 

-最
も

望

ま

し

、

国

際 

経
济
組
嘯
は
地
域
的
に
制
約
さ
.れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
要
件
を
暗
黙
裏
に
含
ん
で
い
る
.>
:
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う 

.

..
'■経

ま
統
合
©
.理
論

<0
.中
仏
は
、
::
:
.
:
統
合
め
本
質
理
解
：‘
着
の
藤
論
的 

経
済
統
合
と
い 

ぐ
う
手
段
が
実
際
に
そ
の
.目
的
に
対
し
て
有
効
'に
作
用
す
る
か
夜
か
の
効
果
分
析
に
お
か
れ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
ょ
う 

:; ン

こ
一
の
経
あ
統
合
の
一
：敝

的

定

■

は
，

^

..

.的
に
.紙
合
：の
内
容
：-
'按
態
、
方
法 
>”
就
階 

'
一

弔

で

あ

ヶ

，

テ

#

ン

バ

ゲ
：：

■

.
様
に
定
款
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
経
済
統
合
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
に
属
す
る
経
済
単
位
間
の
差
別
を
除
去
す
る
手
段
で
あ
り
、：

.
経
済
統
合
の
理
論
と
実
態

 

二
五
.(

九
八
五

)



!
.
 

;

種
.々
&
る
.差

で

^

1
獄

態

老

る

と

定

義

す

る
;:
?

3
た

ぢ
 

:.
差

賴
■

去

、
一

撤

廃
；,
:
'
経

済

政

:

ノ
ぎ
な
い
。：i

の
定
義
の
利
点
，
_

統
合
の
段
階
を
統
一
的
に
規
定
し
、
そ
の
形
態
を
S

盼
に
分
類.
で
き
る
結
果
芒
て
、
.経
済
統
合
理
論
の
体 

系
的
分
析
幺
可
能
に
す
S '
点
^ :
あ
る
。

.

,,
'.

す

な

わ

ち

上

述

：の

定

義

義

|

:

'経
済
.統

合

：の

現

存

す

る

諸

遲

は

、
著

の

；段

階

に

.応
じ
$
^
 ̂

I
P

I
 

:■
'
関
税
同
盟
"
B

f

s
 

l

n

共
词
市
場
：
"
i

l
 

g

l
経
済
同
盟
=

1

1
 

I
n
v

喜

i

整

f

 

l

i

t
 

l

i

e
 

H

E

に
分 

,
類
各
九
各
。
第

：

1

の
自
由
質
易
地
域
で
は
、
:.
-
'統
合
加
項
国
閭
.に
お
：け
る
関
艰
#
ょ
び
数
量
制
限
が
撤
廃
さ
.れ
て

域

内

.の

商

品

移

動

が

自

由

化

さ

て 

.
て

お

り

.第
ー
_の

屑

- ^
隊
盟
に
お
：1
-^
は
さ
ら
に
加
盟
国
間
に
お
い
て
域
外
関
税
が
統
ー
'さ
れ
ー
.第
|君
 

た
ん
に
域
内
の
商 

■

品
の
自
由
貿
易
め
.み
で
な
v
、
,-
:
-':
生
産
要
素
移
動
の
制
限
が
除
去
.さ
れ
て
自
由
化
さ
れ
、
：第

®
の
経
済
同
盟
'で
.は
ァ

除
く
た
め
に
域
内
各
国
の
経
済
政
策
の
あ
る
程
度
の
：調
擊
：，
聲

が

さ
ら.

え
：ち

れ

の
完
全
経
済
铳
^
 

•
財
政
‘
社 

会

.：景
気
政
策
等
：が

統

—*
化
さ
：れ
、.
：超
国
家
機
関
が
樹
立̂
^

/
满

々
.の
統

合

理

論

確

立
.へ
の
'関

心

は

：.こ
：
れ

ら

統

倉

：の

諸

形

態

の

す

べ

て

を

統

一

的

に

分

析

す

る

こ

と

に

あ

る

^
同
時
に
、
^
極
的
な
完
令
登 

済
統
八II

に
重
I

:
お

这

分

析

七

い

：_

と
す
る
章
図
：轰

を

対

象

と

し

つ

：
つ

も

こ

れ

に

い

，
た

る

過

程

の

分

析

を

も

同

時

に

含

む

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

：な

い

°
何

故

な
.ら
経
済
統
合
を
一
つ
の
手
段
•
制
度 

-■
,

と
定
義
し
な
が
ら
も
、;
そ

の

内

容

を

：な

す

具

体

的

.な
手
段
；
麗

に

1
徵

々

黎

I

.が
考
え
ら
れ
、
統
合
が
^
^
 ̂

つ
の
概
念 

で
あ
る
か
ら
.で
あ
.る
。ぐ
衾
故
に
、：
統
合
の
具
体
的
形
態
に
.つ
.い
、て
：
$

 

た
と
え
ば
関
税
同
盟 

を
形
成
す
る
以
前
に
^
い

：て

各

国

間

で

経

済

政

策

の

調

整

統

：

—*
を
行
な
ぅ
統
合
も
存
在
し
ぅ
る
こ
と
：.に
な
沒
”
。

：

.

さ
ら
¥

経
済
疏
合
め.
ょ
り
朔
確
汝
把
握.
§
先
妁
ぬ
、.
次
§
諸
占
^

澥
^
^

第

. 一
■に
、

統

合

の

：
段

階

を
.一
般
的
に
示
す
も
の
と
'し
*て
、
協
^

(
C
8
p
e
r
a
t
i
0
n
)
、
：

調

盤

.
(
c
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
)

、

狭
義
め
統
合
'(i

n
t
e
g
r
a
t

-B)
、

の
三
つ 

が
存
在
し
弋
い
る
が
、
：我
々
、め
い
う
統
合
と
は
調
整
段
階
以
後
で
あ
る
。
 

V

.
、 

、

.

第

.一
一
に
、

統

合

の
^

法
と
し
，て

.,
'
屬

能

的

統

合.
.

(
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
,

 i
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
)

と
制
度
的
統
合
?

s
t
i
t
s
o
n
a
l

 

i
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
)

の
一
一
つ
.が
あ
る
。

前 

者
は
各
国
が
主
権
を
保
持
し
つ
.つ
協

力

を

行

、な

お

う

と

ず

る

も

の

：：で
：あ

％

後

者

は
.各

©

^

結

含1>
て
何
等
：が
の
超
0
家
的
機
構
を
作
っ
て
統
合

.

 

. 

' 

厂
;
 

' (

注
9)

： 

.

.

: 

;

-

し
ょ
1
と
す
る
も
の
：で
あ
り
、
主
.に
後
者
の
意
味
で
.の
.統

合

を

問

題

と

す

る

0

：

.
V

 

V

.
'.
.
 

. 

-
 

.
 

I...
 

.

.

.

.

:•
.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

■

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

_

第
三
^

統
合
の
範_
と
1 .
て
童
要
な
の
は
、
部

門

別

(

ま
：た
は
部
分
的

)

'統

合(sectoral integration)

:̂
:
全
般
的
統
合

(oyerall 

integration) 

と
：の
区
別
セ
あ
る
？
前
者
は
統
合
加
盟
国
の
特
定

0
ま
た
：は
数
個
の
産
寒
商
品

)

.部
門
間
^
お
い
^

.の
ち
に
明
示
す
る
よ
う
.に
.統
合
諸
国
間M

,

お
V

'
て
、：：そ
の
佌
の
部
門
と
0
関
連
^-
お
い
.て
経

済

的

不

均

銜

髮

ひ

き

.お
こ
：す

轵

そ

れ

が

：あ

り

、

結

局

■ 

.

‘ .
.

」

.

(

主10)

 

•

は
全
般
的
統
合
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
ぐ
な
る
.の
で
^
る
。
：
；

：-:
:
 

'
,:
へ

-

”へ

ン
パ
：：：r
u
v
.
-
-

:

.

•

.

 

■ 

...
 

.

■

'

•

第
四
：に
、.
.
.
統

合

の

形

態

と

し

：
て

、
：
経

済

の

.発
展
段
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紐
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を
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^
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あ
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概
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主
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内
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し
て
な
さ
れ
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お
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自
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争
市
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メ
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さ
れ
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あ
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す
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。
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.

I
的

，
f

 

場

的

手

段

に

基

づ

き

、
ー
各
国

'0
猶
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|
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ら
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が
何
で
I

f

再
廣
確
化
し

I

く
 
I

が
I

ハ

減

.
(

生
産
要
素
の

茅
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検
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済
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の
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史
的
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■
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海

傷

済
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め
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義

者

須

に
■

が

、
、
本

章
 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

-

^

す
る
か
を
、
次
章
以
後
に
お
け
る
理
論
的
究
明
.へ
.の
基
礎
と
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
手
短
か
に
ま
と
め
て
考
察
し
、
.
一
つ
の
マ
ス
ぺ

ク

テ

t
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を
得
务
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と
と
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史
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っ

て

い

る
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ぅ

に
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わ

れ

る
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す

な

わ

ち
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、
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期
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#
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あ
る
い
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あ
り
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合
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、に
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.'第
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に
お
-い
て
は
、

一
般
的
に
世
界
経
済
は
機
能
的
に
統
富
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
3

国
境
•
関
税
等
に
ょ
る
干
渉
は
最
小
限
に 

と
；ど
め
ら
れ
、

多
1

■

生
産
要
素
.
,と
く
に
資
李

を

守

り

、
国

際

均

衡

畫

成

維

持

が

メ

ム

丨

：ス
、に

か

實

動

的

に

：行

な

：わ

れ

、
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界

経

済

が
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く

組
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さ

れ

そ

の

秩

序
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統

一

が
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在

し

て

い
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た

と
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え

よ

ぅ
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し
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戦
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の

第
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に
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興
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、
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：
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け
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の
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を
行
な
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、
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界
経
済
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裂
し
た
ま
ま
縮
小
均
衡
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の
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を
た
ど
-り
、
第
一
一
次
大
戦
を
迪
え
る
こ
と
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な
っ
た
の
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喊
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こ
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じ
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な
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。
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潮
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。
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が
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-1
.、
：；：：
世

界

経

済

：の

混

乱

•
対
*-
を

生

ぜ
^
め
：、

〉

逆

に

各

：国

は®.
家
：

g

な

枠

内

-
に

と

じ 

> 」

も
々
縮
づ
均
衡
に
陥
っ
た
の
で
-^
る
。
#.
国
ぼ
す
で
に
相
互
に
；依
存
関
係
を
も
た
ず

-1
>
て
は
ス
；ム
.丨
：ス
.に
経

済

を

進

行

さ

せ

る

こ

と

.
の

出

来

ぬ 

状
態
に
あ
戈
：
発
展
.1>
た
巨
大
な
生
産
カ
は
、；
-
国
経
済
の
規
模
で
は
ま
*
な
え
ず
、':
'
'ま
、た
他
面
巡
要
な
原
材
料
；.
商
品
の
輸
入
を
確
保
せ
ね
ば 

な
ち
な
か
.っ
た
；の
.で
^
る
ノ
こ
め
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
、
対
^.
の
解
決
が
>
,蓄

^

各
国
：の
対
立
：に
上
る
苦
'い
経
験
が
世
界
各
国
を
大
い
に
皮
省
さ
せ
、
す
で

§
^
ニ̂
^

をM

復
し
よ
ぅ
:̂
す

る

思

想

お

よ

び

行

動

：を
：生

ん

だ

^
で

あ

る

。.
.す

な

わ
^
第
ペ
ー.
S

-'
'
:各
国
^

は

円
1| 

な

発

展

を

と

げ

る

こ

と

：は

，で

き

ず

、

^
た

が

っ

，
て

な

ん
.
'ら
か
.の
■国
際
的
な
経
済
胍
力
4
経
済
統
ム
ロ
を
通
じ
て
組
織
化
さ
れ
る
こ
^.

 ̂

0
- 

^
 
 ̂

 ̂

 ̂

^

'

全
く
の
自
由
競
争
.
.
•!:
*:
费
易
で
は
な
く
で
.、
#
国
の
完
全
雇
弔
と
.既
得
^̂

■■
経
済
統
合
.の
.理
論
'と
実
態
：
.
'
. 

:
‘'.
ニ 

r
. 

‘

' 

ソ
'
丨
'三
.

「

:'
、
.
，
^

ニ



え
に
お
け
るT

定
の
調
整
さ
れ
た
自
由
競
争
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い

ぅ

理
解
で
あ

る

*

:n
、
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
統
合
の
£

 

,

,

^

—

-

..'■
■>
-

」

の
よ
う
な
理
解
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
戦
後
の
.統
合
化
の
進
展
は
、
-：
次

の

.一

一

つ

の

方

向

(

さ

ら

；に

細

分

化

す

れ

ば

四

っ

:0
.時

期

〉

^

分

ナ

ら

i

(

注
8

)第
一
は
、
戦
^
終
了
前
よ
り
四
八
年
迄
の
ユ
ニ
バ
ー
.サ
リ
ズ
ム
な
い
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
の
世
界
経
済
の
統
合
で
あ
り
、

こ
れ
を 

象
徴
す
る
の
が
、
国
際
連
合• 

I

M

F

.

.

I

B

R

D

.

G

A

T

T

の
成
立
、
I

T

0
の
構
想
で
あ
る
。
第
二
は
、
.四
八
年
以
降
の
リ

ー

ジ
ョ
ナ
リ

 

X

ム
の
観
点
.か
ら
の
地
域
的
な
経
済
統
合
'の
進
展
で
あ
ヴ
:.
;
'さ
ら
に
こ
：_
:の.歡
ー

ー

の

方

向

は

三

つ

の

時

期

に

分

け

ら

れ

る

。
，
す

な

わ

ち

'
第

一S
、 

経

済

統

合

化

傾

向

の

萌

芽

期

.因

<
年
ょ
り.五
4
年)

.、
：ぐ
第
ー_

経

済

統

着

；発

生

期
.■(

五

襄

よ

り

左

乇
 

経

済

統

合

の

充

実

期

(

五 

.

八
年
以
降

)

：
.で
あ

：る-
第
'一
期

の

決

定©
な

契

機

を

な

し

..た

の

は

マ.
丨
シ
ャ

ル
‘
プ
ラ
ン

受
入
れ
機
閨
と
.

し
て
.
設
立
さ
：れ
た
.
欧
州
塔
^
協
力
機
構 

0E.EC

)

の
発
足
で
あ
り
、.第
一
_

の
契
機
を
.な
す
も
叹 

0
の
発
足
と
中
米
経
済
疏
#'
;

5会

1

)

条
約
れ
署
名
と
：で
域
衫
-

'

:

; 

-

ヽ
で
：は
何
故
こ
の
：地
域
主
義
的
な
経
済
統
合
が
生
1:
'
:、:'
-
-右
や
よ
う
な
進
展
を
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
.の
根
本
原
因
は
：戚
述
の
通
り
で
あ
る

.

.
ニ

,

■

.

.

1

.

.

 

.

 

.

ガ
，
よ
^
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
第
ニ
次
大
戦
が
も
た
ら
し
'た
^
る
い
：
は
：戦

後|層
顕
著
と
な
：
-
^

い
え
よ
う
。
 

.

•

:

.

,

 ̂

 ̂

' 

.

.

.

 

'■ 

. 

^

U
.
.
.
単I

市

場

の

崩

壊

，に

.よ
る
資
本
主
義
市
場
社
会
主
義
市
場
と
の
分
裂
と
そ
れ
に
.伴
う
資
本
主
義
市
場
の
狭
^
化
。

へ

0

多V

の
植
民
地
や
半
植
民
地
が
政
治
的
.経
済
的
に
独
立
し
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
こ
れ
ら
諸
国
に
対
す
る
経
済
的
支

配

力

の

相

対

的

低

下
。
：

..
:
:

:
”
：へ
.

■

;

.

'

■■
-

.

■

.
.
.

.

,

'

;

'

:

.

•

... 

•

(3
、';
資
本
主
義
諸
国
間
に
お
'け
.る
不
均
等
発
展
の
激
化
：

：

?

:

(4
、，
急
速
な
技
術
革
新
を
中
心
.と
ず
る
^
<
的̂
生
甚
^
ゆ
東
曾
# >
の
填
大
.ど
需
要
ぬ
^
げ』

_

_
す
る
多
様
化
と
高
度
化
6

⑶
、
⑷
を
主
た
る
要
因
と
^
て
生
じ
た
世
界
貿
易
構
造
の
変
化
-.
'

^
な
わ
.ち

ヤ

次

品

生

產

諸

国

，
溪

進

諸

国

>
''
.
:名
エ

業

諸

国

と

：

0
貿
易
が
重
要 

性
を
失
な
い
' 
重
.化
学M

業
品
の
.
.し
か
も
同

:商
品
.ガ
.デ
ゴ
；リ
ィ

(6
)
、
規
代
資
本
主
義
各
国
に
杯
い
て
、
.：国
家
の
役
割
が
増
大
し
、
あ
る
程
度
私
的
性
格
を
脱
し
て
い
る
こ
と
。ベ

'.
:

/

な
ど
で
あ
各
0
.
.
.
;:
;
-':
•

:

, 

: 

- 

'
,
.
.
.
v
 ̂

:

,

’
：
'

,-
■

•

.
.

: 

.
 

.

'

*.
.
.
.
. 

.

'■
,

•
 

.•
 
.
 

i •

'

.

.•
 

.

. 

* 

...
. 

....
 

.
-
 

•.
 

-
 

.

.

.

-

ま
ず
⑴

の
ニ
大
市
場
の
分
裂
が
グ
ロ
.丨X:.

ル
：な
世
界
_

の
»
紙
化
：藝
 

従
来
の
宗 

主
国
と
.の
つ

なが
：：

り

を

断

ち

、
；
経

済

の

自

^
！発
.優
.を
選
択
さ
せ
る
こ
と
と
な
•り
、
戦
前
の
経
将
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
違
-?
て
先
進
諸
国
と
後
進
諸
国
が
.

対̂

立

し

た

形

：で

地

域

的

統

合

を

行

な

わ

し

め

岁

ょ

.ぅ
_

)

っ

奪

雜

あ

讀
 

後

進

諸

屬

互

間

の

大

き

な

震 

格
差
と
猶
々
な
る
相
違
点
の
存
#-
が
、
先
進
諸
国
に
取
い
て
ア
メ

. 

J
力
か
ら
遙
か
に
と
り
残
さ
れ
て
い
た
西
欧
諸
国
間
に
統
合
化
の
頃
向
を
生
ぜ 

し

め

後

進

諸

！L

に
お
V
て

も

.ア
ジ
ァ

、

ァ

フ

リ

ヵ

、

-

フ
テ
ン

•

ア
オ

リ

ヵ

、，

中
來
と
に
地
域
的
統
合
が
分
か
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
域
に 

お
い
て
も
い
く
つ
务
の
^̂

^
扭

屋
!—
*

な
分
裂
を
も
た
ら
す
こ

と

と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
つ
け
加
え
て
、
(4
)

(5
)

(6
)

の
要
因
が
、
の
ち 

.に

論

ょ

ぅ

に

、
；
伺

質

国

に

ょ

.：る

水

平

的

統

合

が

何

：
^

 

_さ
.れ
、̂

域
_
な
制
度
的
な
寥
合
の
選
択
：が
経
済
埋
論
的
に
も
0
と

. %

有
効
な
も 

の

で

あ

る

こ

と

：を

解

明

す

る

1

つ
0
鍵

と

，：な

る.の
：で

あ

る

。
_

一
 
言
に
1
て
い
え
ば
、
.生
産
と
消
費
の
社
会
化
に
対
す
る
制
度
的
な
適
合
で
あ
る
と

 ̂

. 

.

.

. 

ぐ

■

‘ 

. 

. 

：';
:.
'
-:
.

:

た

た

残

：さ

れ

た

間

題

，は

、

各

統

合

化

の

，論

理

は

明

ら

か

に

な

0

た
と

^

て
も
、

統
合
間
、
と
く
に
先
•
.後
進
国
統
合
間
の
'問
題
を
如
可
に
と
ら 

え
る
べ
き

か
で
あ
り
、
現
実
的
な
展
開
か
ち
は
い
ま
'

だ
.こ
の
問
題
に
対
す
る
解
洛
を
貧
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
紙
り
理
論
的
究
明
に
ま
た
ね
ば 

な
ら
な
い
。

■ 

‘ 

• 

.
 

•■■
;
.
:

: 

'
経
済
統
合
の
理
論
參

';
.. 

,
1

)



H

四

：
(

九

九

四

)

〔
現

段

階

に

お

け

る

統

合

整

理

表

〕

*
含

義

経

済

，

-

資
本
主
義
経
済

.
経

済

相

互

援

助

会

議

(C
O
M

E
C
O
N
) 

(

49
年

1

月

設

立

)
勞

-

経
済
協
力
-

-政
治
協
力
：

防
衛
協
力

|

部

£

別

協

»

I
全
般
的
協
力

丨

国

際

商

品

協

定

—

国

際

砂

糖

協

定

、
''
国
.
際

小

麦

協

定

、

国

際

錫

協

定

、.
.
国

際

r
r

丨

ヒ

ー協

定

■ 

d

石

油

輸

出

国

機

構

湯

E
c
x
;:c

60
年

6

月

)

へ

，」.
ぐ

' 

J
,

丨
コ
ロ，

•ン

ボ

•

プ

ラ

ン

(

50

年
1

月

)

-

•
*

丨
経
1

力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)

 

(

6 1

年
9

月)
(

欧
州
経
済
協
カ
機
_

(

0
£
$
:9 .

を
改
組
し
て
発
色) 

—

ア

フ

リ

カ

•

マ

ダ

ガ

ス

カ

ル
.

経
済
協
力
機
構(

O
A

M
C

E
)

61

年
9

月
条
約
採

択

)

—

東
南
ア
ジ
■
ア

連
合

(
A
S
A
)

 

§

8

3

 

..

丨
ア
ジ
ア
経
済
協
力
機
構(

O
A

E
C

)
(

構
想
中)

一
進
歩
の
た
め
の
同
盟
憲
章
6 1

年
8

月
調
印)

，

I
I 
欧
州
会
義.

v
.
:
(
c
o
u
n
c
i
r
o
f
'
E
u
'
3
p
e
>
.
(

4 9

年 
8
.月)

-
:

I—

米
州
機
構

(
O
A
S
)

 

(

4 8

年
3

月) 

.

1

- 7
..ラ
ブ
連
盟
.
'
.
.

(
A
r
a
b
.
'
L
e
a
g
u
e
〉
.. 

.(

4 5

年 
3
月

)

；

|

丨
西
欧
同
盟

(
W

E
3

5 5

年
5
.
月)

.；

- 

ー
ー
北
大
西
洋
条
約
機
構
.

■
(
N
A
T
O
)

 

(

5 0

年
1 2

月)

|丨
東
南
7

ク
テ
条
約
機
構.

(
S
E
A
T
O
)
(

5 5

年
2

月)

.

I

中

央

条

約

機

構

(q
E
N
T
O
) 

(

59
年

8

月

)

.

統

統経 
合済

I

部

門

別

流

合

..............................................................................................................

I

I
欧

州

石

炭

鉄

鋼

共

同

体

(E
C
S
C
) 

(

52
年

8

月

)

.

§
 

一

ー
欧

州

原

子

力

共

同

体

(E
U
R
A
T
O
M

} 

-(

5 8
年

1

月

)

.
■

こ
ー
自
由
貿
易
|

ー

ー

欧

州

自

由

貿

易

連

合

：

.(
E
F
T
A
)
へ：：

(

.6 0

年
5

月)

：：

.
, 

.

.:

地
域
，
：

ニー

中
南
米
自
由
貿
易
連
合
：

(

L

A

F

T

A

)

X

6 1

年
6

月>

 

_

§

1

.調
整
.I

関

税

同

盟

丨

:

|
西

：
ァ

フ

リ

.

.

.
力

関

税

同

盟

；

.(

59
年

6

月

)

—

赤

道

ア

フ

リ

力
.
.
関

税

同

埤

(

59
年

1

月

) 

I

モ

ン

ロ

ビ

ア

，諸

国

関

税

同

盟

.(

構

想

中

)

I

I
東

：ア

フ

リ

力

共

同

市

場

(

共

同

役

務

機

構

)

，(

61
年

6

月

)

、

厂

カ

：
サ

ブ

ラ

ソ

-*
共

同

：沛

場

：(

年

6
 

W
採

択

)

'
.

：

.

1

ベ

ネ
.
ル

ツ

ク

ス

：経

済

同

盟

.

.
60.
年

11
月

}

\
.

.

 

'

—

欧

州

経

済

共

同

体

.(E
E
C

>
:
〕(

5 8
年

1

月

)

.

:.
'.
::
'

- 

V

. ',

「

中

米

経

済

統

合

：(
C
A
F
T
A
)

 

(
--

\
般

条

約

は

61
年

6

月

発

効

)

，

.

フ

ニ
 

：
.

.

:

-

;
,

、
厂

マ

レ

|

^

ア

連

邦

63
年

=
0
月

末

1

で

に

：発

足

予

8

ア

ラ

プ

経

済

統

合

協

定

(

62
年

6

月

調

印

) 

.

|

狭

義

の

'^
合

=

完

全

経

済

統

合

' 

.

,

パ
 

資

料

•
'
世

界

年

鑑

I

九

六

ニ

、

共

同

通

信

鳘

、

屢

間

題

N0.

29
;

経

济

と

外

交

，

外

務

省

調

査

ず

報

筝

。

ア
 

：
：

：
，

彳

共

同

，市

場
.

ー

卩

経

済

同

盟
-

.
前
章
で
お
こ
.な

0
.た
分
類
の
上
、に
分
析
を
行
な
，い
、

現
存
す
：る
経
済
統
合
：(

経
済
協
力
を
含
め
て
広
く
解
釈
す
る)
を
地
域
別
•
衫
態
別
•
性
格 

別

‘
時

期

別

等

に

よ

り

全

朦

的

に

把

握

す

れ

ば

、

右

表

の

如

く

で

あ
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が
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統̂
合
か
本
»
の
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明
浪
カ
び
«
合
0
歴

史

的

背

景

：と

瑰

状

を

考

察

::
-
:
-
整
理
^
る
£
,と
に
：
よ0

$

化
傾
向
;0
必
然
性
が
か
な
り
明
確
に
把
握
可
能
と
な
っ
た
が
、
我
々
の
主
要
な
問
題
は
、
•こ
の
経
済
統
合
を
統
一
的
体
系
的
に
分
析
す
る
理
論
の 

確
立
：に
あ
り
、
本
章
で
は
ま
ず
、-
古

典

派

以

来

今

白

ま

で

に

展

開

せ

ら

れ

て

き

た

国

際

経

済

理

論

に

よ

，っ
て
、

こ

.の

経

済

統

合

が

十

分

に

解

明

し 

ぅ
る
が
西
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
検
討
‘の
結
果
と
し
て
、
.新
し
い
経
済
統
合
の
理
論
が
、
従
来
の
理
論
の
延
長
と
.し
て
の
意
味
を 

も
つ
と
同
時
に
、
.新
1
い
耍
素
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
新
し
い
&
済
統
合
理
論 

の

体

系

が

次

節

で

考

察

さ

れ

，る
：
こ

と

に

な

る

。

従

来

の

理

論

系

譜

を

迪

る

こ

と

が

、

何

故

統

合

が

必

然

化

さ

れ

る

か

の

論

理

を

解

明

し

、
‘
新

統

合 

:

理
論
が
如
何
な
る
体
系
を
も
た
：ね
ぼ
な
^v

な
い
か
を
明
示
す
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

.

.

.

.

こ
.̂
'
では従来の理論を、

'は

.
比
較
准
産
數
聚
现
を
电
心
と
ず
る
世
界
大
の
自
由
貿
易 

税
同
盟
理
論
、
cm
、
.そ
め
_
の
関
_
兩
風
理
論
©
発
展
と
し
を
®'
酔
済
_
免

撕

.
_
、
.-
.の
^

.の
内

容

と

問

題

点

ど

を

究

明

ず

る

。
従

来

：の

癒

合

理

論

が

根

本

的

に

：は

*
典

派

の

自

由

貿

易

理

論

を

基

酿

と

し

..
,»:

そ

の

批

判

的

展

開

あ

る
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理
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さ
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は
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目
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す
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質
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原'®
の

主

傻

な

内

容

は

、
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一」

嚴
の
前
提
が
満
允
さ
れ
ざ
か
ぎ
作
2各 

比
較
生
贬
費
原
理
に
も
と
づ
き 

比
較
優
位
財
.の
生
産
.に
特

化

し

、
，交

換

を

行

な

う

こ

.と
が
"
.：
い
^
ゆ
る
生
鹿
^

產
効
率
は
も
っ
と
も
高
め
ら
れ
実
質
所
得
も
極
大
化
さ
れ
る」

で
あ
り
、
，
そ
の
限
り
忙
お
，い
.て
は
何
等
の
論
理
的
誤
謬
も

存
在
し
て
い
な
い
。
 

し
か
し
問
題
は
:'
:こ
の
自
由
«
湯
原
11
:
'の
前
提
が
満
.た
さ
れ
る
か
否
か
、
:1
«
:界
<
^
.の
：最
適
化
.
1--
: 

証
せ
ず
マ
さ
ら
に
は
あ
く
茺
も
+ー
時
点
に
舲
け
る
静
態
截
握
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。

.

:
す
な
ゎ
ち
自
由
貧
易
原
理
の
前
提
‘と

-:
^
て
童
荽
な
も
；ぎ
1
，
：；评
 

.
⑵
、

生

産
 

■物
の
価
格
は
そ
；の
限
界
生
產
費
に
等
し
い
こ
と
、
⑶

、
.需

要

変

化

，
に

生

産

資

源

が

適

合

す

る

た

.め
の
一
時
的
困
難
が
：無
視
セ
き
る
と
と
、
⑷
、
厚 

生

.が
自
由
貿
易
価
格
^
よ
^
生
産
総
額
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
着j:

と
、
で
あ
ろ
う
。

.

0 

の
；前

提

、が

満

た

さ

れ

：ざ
；
る

か

ぎ

W
、
自
由
賢
易
は
最
適
な
経
将
状
態
を
傲
証
ホ
-る
^
段
と
は
な
り
え
な
い
。
列
え
ば
、
需 

無
が
価
格
伸
縮
性
^
か

：い
：て

生

産

要

素

の

失

業

が

存

在

す

る

'場
合
.や
、
完
全
競
令
条
件
が
1
た
$'
:
れ
ず
し
て
、
独
占
が
存
在
し
市
場
面
格
を
与
え 

ら
；れ

た

も

の

.i
:'
I
>々
行
#
せ
ぬ
.場
_

^

^
い
弋
は
、.：
:1
:*
實

渴

以

外

：の

手
.段
が
考
慮
さ
，れ
ね
ば
な
ら
：ぬ
。；
そ
め
結
果
生
じ
.た
：
の
.
が

保

護

貧

易
 

で
あ
々
：
貿
易
に
対
才
る
直
接
統
制
や
制
限
な
の
で
あ
ゐ
。
•さ
ら
に
‘動
態
的
に
考
慮
す
れ
ば
.、
こ
れ
ら
.の
前
提
が
>|
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、

一
時 

点
に
お
け
る
'最
適
資
源
配
分
は
、
長
期
取
な
極
大
‘の
成
長
.を
保
証
す
る
.も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
事
実
が
幼
稚
轰
業
保
護
論
あ
る
い
は
外
部 

経
済
を
理
由
^

%

_護
主
義
を
生
ん
^
き
た
と
.い
え

よ

：う

填

：德-
^
^
^

こ
の
よ
う
な
条
件
下
に
お
い
て
生
ず
る
自
由
貿
易
の
不
利
益
を
具
体
的
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
^
;)

。
⑴
、
独
占
が
存
在
す
る
場
合 

^
は
、「

比
較
坐
連
費
原
:«
の

潘

釋

^
艰

北

虐

名

洚

は

限̂:
厲

：
か

象

ら
に
不
裂
を
蒙
む
る
。
⑵
、
資
源
の
転
換
が
容
易
で
な
い
場
合
に
は
、
失
業
が
発
生
す
る
。
⑶
、
外
部
経
済
の
利
益
が
失
な
わ
れ
、
.国
内
幼
稚

-経
済
統
合
の
理
論
と
実
態 
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。
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さ
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さ
れ
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模
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を

i
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る
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を
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ら
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れ
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す

る
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な
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あ
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一、.-

■;
.':
.

一,

. 

- 

■
■
■
■ 

. 

.. 

.

統
合
を
生
ん
.で
:#
た
：と
い
.え
る

。
，
世

界

大

の

.诌

由

貿

易

の

保

証

す

る

利

益

は

、

少

べ

と

も

現

在

の

：世

界

経

済

の

条

件

下

に

お

，い
て

、は
、

■
各
倒
の
蒙
，
 

る
不
利
益
.を
つ
ぐ
な
？
て
余
り
あ
る
%'
•
:の
で
は
な
く
、•
各
国
に
等
し
く
科
益
.を
与

え

る

も

の

、で

は

な

い

の

で

あ

る

。

V

 

:
n
‘関
税
同
盟
理
論
=
差
別
的
自
由
化
が
検
尉
.
,'
'
.
'
、
い
八

^
^
^
^

:
V 

'以
上

の

如

身

埋

由
^
ょ

り

她

域

的.
^
1
1
由

化

が

選

択.さ

,^
る

の

：で

あ

名

が

、

.

こ
の
：
地

域

的

経

済

統

合

冷

分

析

す

る

理

論

と

.し
て

次

に

，登

場

し

た 

の
^
関
税
同
盟
の
理
論
で
あ
り
、
こ
れ
が
経
済
統
合
プ
；P
。ハー

の
解
明
を
め
ざ
じ
た
最
初
の
理
論
展
開
で
：あ
る
。
_ 

.

(

注 5
.

)

 

■
 

一
.

-
 

' 

-
 

•
 

.
、

■

関
税
同
.盟
.の
本
質
は
、.
.同
盟
加
盟
諸
国
間
に
お
け
る
貿
易
の
自
由
化
と
同
盟
外
諸
国
に
対
す
る
.貿
易

：の
：差

別

化

と
.い
ぅ
矛
盾
し
た
'
1>
つ
ひ
則
面

(

注 
6
V 

:
 

•
 

■ ■

を
も
.：.
.つ
こ
と
に
ぁ
り
‘、
:\
-

-の
差

別

的

な

自

由

化

の

：効

果

分

析

に

関

税

同

盟

：理

論

の
〗

^
^
:て
が
向
げ
ら
れ
て
ぃ
る
。
す
な
ゎ
ぢ
同
盟
内
の
自
由
化
が

ど
の
よ
ぅ
な
利
益
を
生
み
出
し
巧
域
外
の
差
別
化
が
い
が
な
る
不
利
益
を
結
果
^

そ

れ

を

総

合̂
た

意

味
^

世

界

全

体

の

観

点

が

ら

^

関

税 

同

盟
.が
.望
ま
し
.
.、
効

果

を%:
た
:̂
す
か
杏
か
め
検
討
.
.で：あ
る
ア
.：
'
ぺ.

V」：...' 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

^

と
.の
関
税
同
盟
理
論
の
系
譜
を
詳
し
く
追
^S

こ
と
は
省
略
す
^

、̂
体
系
立
っ
た
理
論
的
な
分
析
が
行
な
わ
.れ
た
.の
ば
、

一
九
五
〇
年
に
な
っ

.て
か
ち
：で
あ
.り
ぐ
そ
：の
創
設
者
と
^
て
0
功

績

は

ヴ

：
：ァ<<
-
'チ

ィ
.に
：帰

せ

ら

れ

て

い

る
。
.
' こ
こ
.で
関
^:

«

驶
1
^-
と
- 1
>
.
て
い

?:
'
の
は
、
静
態
的
な
：効

.

.

.

:

■

.
.

.

 

•

 
•

 
.

 

■

.

赛

析

に

腺
--
0
治
も
の
で
あ.る
0 

-
 

•

•

:

:
: 

>
R

析
の
中
心
的
用
具.は
：.
-ヴ

：
ァ
，
ィ

ナ

.

.
|
.
の
.創
造
し
た
周
知
'の
貧
易
創
出
効
果
ノ

 ..(trade.-creatinĝ
e

WJect)'--

と
貿
易
転
換
効
果..
'
.
.
:
.

(trade./divet'tin
JQ-

.

，

(

主o
o

)
-

-
.

.
.

,
.

■.

e
f
t
}..

で
あ
る
:0

前

者

：は

、

関

税

同

盟

形

成

の

.結

果

と

し

て、
；
_

ス

小

生

産

者

が

排

除

ざ

れ

、
：
域

内

：
の

他

国

办

擦

コ

：
ズ

'̂
生

産

者

よ.
の̂

猶

入

が

馨

ざ

れ

石

効

果

を

^
^
^

持

.さ
れ
、
域
内
関
税
が
.撤
廃
さ
れ
た
結
果
、
域
外
の
低
コ
ス
ト
生
産
渚
に
域
内
の
高
■コ
ノ
ス
ト
生
産
者
が
と
っ
て
か
わ
り
、
貿
易
が
域
外
か
ら
域
内
，

.....

....

..
 

.

•

. 

XV
'
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.
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.

.

.

.

.

.

 
.

.

.

.

 

一
..
,
-
 

.

•

•

■

-

.

.

.

.に
転
換
^
れ
.た
効
果
，を
內
容
と
す
る
。
.し
た
が
っ
て
、
前
者

.の

場

合

、
に

；
は

よ

り

*

^
な
®

^

®
が̂

、

後

者.の
場

合

に

は

非

效

率

的

；な

資

源

配

分

が
.結

果
^
、
：
前

者

が

後

者
.の
上
廻
る
限
り
.に
‘お
い
.て
世
界
全
体
か
ら
み
て
利
益
が
あ
る
.と
す
る
も
.の
で

あ

；る

。

貿

易

創

出

効

果

と

，貿

易

転

換

効

果

と
：£
よ
：る

利

益

；
：
不

利

益

を

具

体

的

に

測

忠

ず

岁

こ

と

は

不

可

能

で

^

、
.'
'
.理
論
的
関
心
は
，
貿
易
創
此
効
果
を
極
大
化
し
、
：
貿
易
転
換
効
果
を

.極

.小
化

す

る

条

件

は

何

，か

に

向

け

ら

れ

、

.各
統
合
が
こ
の
条
件
を
よ
り
よ
く
満
た
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
世
界
：的
な
意
味
か
ら
い
っ
て
望
ま
し
い 

と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 

、'.
. 

.

.

.
1 

• 

■ 

V

こ
の
ヴ
ァ
ィ
ナ
ー
の
分
析
に
対
し
て
、
そ
め
後
の
論
者
達
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
批
判
の
中
心
は
、
彼
が
生
産
へ
供
給)

面
に
お
け
る
効
果
の

.

.

(

主
-
oン 

' 

■ 

' 

:

み
に
重
点
を
お
き
、
消

費(

需
要)

面
に
.関
す
る
考
察
を
欠
い
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
だ
。
こ
の
関
税
同
盟
ぬ
消
費
効
果
は
、

関
税
同
盟
の
形
成
に 

よ
っ
て
相
対
価
格
に
.変
化
が
生
.

P
、，.

消
費
'は
；
ー

般

に

よ

り

安

価

に

.な

.っ
た

財

を#-

く

、

よ

り

高

価

に

な

，
っ

た

財

を

少

く

購

入

す

る

よ

ぅ

に

な

：る
；こ 

••^
:

に

関
#
る

養

の

：
で

あ

る

。

『

■v
Jfe
-M
貨

間

め

消

費

办

代

替

は

ダ

‘

経
済
統
合
の.理
論
と
実
態.. 

.

.
三
t 

■

(

九
.

C5.

九
'

>1.



を

也
^
>
<
^
牙

:^
わ

：ち

茼

盟

諸_
の

財
—
間

0,
:差
別

姑

徹

廃̂
机

忠

域

：
^

層

と

：域

内̂.
'

_間

；の

財

潰

間̂
は
^
 

そ
M 

の
.結
果
、
.■域

内
と
域
外
間
で
は
な
ぐ
、
.
.域
内
に
お
い
'て
消
費
の
代
替
が
行
な
わ
水
れ
ば
行
な
わ
れ
る
ほ
ど
、
い
い
.か
え
れ
ば
域
内
貿
易
が
拡
大
さ
. 

れ
れ
ば
ざ
れ
る
ほ
ど
利
益
が
増
大
す
る
こ
，と
と
な
り
、
生
産
面
に
お
け
る
と
同
.じ
く
こ
の
た
め
の
条
件
が
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
i

 

面
の
利
益
が
、.
ミ
I
ド
の
.：い
わ

ゆ.る
；
貿

易

拡

大

効

果

(trade expansionveffect)

に
相
.応
t.
る
と
思
わ
^

^

ハ
、こ
。

Q

関
歡
！

p
：

盟

0
生
«
與
ょ
^
督

^
::
#

^
名
影
響
：の
.ほ
.か

-^
、

^
fi
:
^'
,
#
態
分
祈
の
梓
内
：に

:^
い
て
、
関
税
同
盟
諸
国
と
或
翁
国
の
交

. 

易
条
件
へ
の
影
響
.と
管
理
.
±
の
.経
済
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら(

_
ば
。

.

：

。
 

、

•■

D 

. 

. 

.

.

. 

- 

.

パ
.' 

• 

. 

.

:

:r
a
、.
-
•
そ
の
後
の
経
済
統
含
理
論
の
展
開
の
検
討- 

ノ

.

.

.以
上
関
税
同
盟
理
論
.に
お
い
て
と
り
残
さ
れ
、
そ
の
後
統
合
理
論
と
し
.て
究
明
さ
れ
た
.の
は
、
.主
と
1
て

次

の

諸

点

で

：あ

ろ

ぅ

。

⑴

、

静

態

的 

分
析
を
こ
え
て
関
税
同
盟
の
動
態
的
効
果
分
析
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
.⑵
、
経
済
統
令
は
.関

税

同

盟

以

上.の
内
容
を
.も
っ
て
.お
.り
ひ
域
内
の
関
税
. 

の
撤
廃
と
対
外
共
通
関
税
設
定
以
外
の
手
段
に
，ょ
る
効
果
が
考
察
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

、
_ 

-

ム
く
；に
£

^

0の
成
立
を
契
機
と
し
、
現
在
ま
で
に
夥
し
く
発
表
さ
れ
て
き
た
文
献
を
整
理
し
て
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
積
極
的

.

.

.

 
..»..................

な
展
開
^
思
わ
れ
る
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
.。
第
一
点
に
関
し
て
.は
、
統
合
の
庇
長
.に
•与
え
る
.効
果
に
集
中
.し
、
.成

畏

促

進

の

効

果

を

明

確 

化
^
た

連

論

と̂

て

は
.'
大

市

場

の

理

論=
市

場

の

拡

大

が

経

済

成

長

に

与

え

る

効

果

分

析

に

つ

き

る

と

考

え

ら

れ

、

第

二

点

に

関

し

て

は

"
.
統
 

合
内
0
:坐
產
要
寒
動
の
効
果
分
析
と
統
合
内
の
.経
済
政
策
.の
調
整
.
•統

-
に
：
関

す

る

分

析

と

：
で

.あ
る
。
.
.こ
れ
ら
の
理
論
展
開
に
つ(

て
の
詳
細 

な
検
討
は
経
済
統
合
理
^-
の
体
系
の
'究
明
に
.：お
：い

て

行

な

ぅ
.の
で
、
こ
こ
で
■は)j
く

簡

単

な

ま

と

め

を

行

な

い

、

こ
：
れ

ら

.の

理

論

の

問

題

点

の

指

摘

に(

中

心

を

お

，

X
。

广

 ̂

V ..べ:;
:
.

.

'

'

• 

. 

» 

• 

- 

- 

■ 

•
. 

.

.

■■
,大

市

場

の

理

論

と

は

：、
、
経

済

統

合

.の

内

容

あ

る.い
は
.そ
：
の

主

要

な

手

段

を

統

合

内

に

お

 

こ
の
大
市
場 

め
及
ぼ
す
利
益
.
不
利
益
を
.詳
細
^
分
析
し
.ょ
ぅ
ど
_す
る
も
の
^
ぁ
る
'<
>
ぉ

と
も
な
ヶ
利
益
セ
あ
る
？
ド

ダ

-
3

1は
、
‘大
市

場

の

利

益

を

技

術

的

利

益

.と
経

済

的i

に

分

：け

、

前

者

は

大

規

模

生

産

と

ー

そ

の

完

全

利

用

の 

保
証
、
ィ
商
品
の
.標
準
化
0
達
成
、；
専
門
化
の
便
宜
、
有
利
な
信
用
条
件
：の
獲
得
，
皈
売
；
調
査

^
研
究
開
発
等
に
お
け
る
規
模
の
経
済
：の
実
現
等

■

〜

 

V 

(

注 

3

)

/
.
.

:

を

豪

^

後
者
は
^
技
術
的
利
益
実
現
办
必
要
条
件
た
る
競
争
の
可
能
性
の
増
太
を
意
味
す
が
”
す
な
わ
ち
夫
市
場
は
規
模
の
経
済(

内
部
経

済
と
餘
経
済
め
両
者
を
含
む)

V
の
実
現
を
容
易
に
t
，
：：競
筆
の
.増

大

；は

、
.：
：旧

来.£ :
;
咼
，

『

.ス
：衿

生

囊

;'*
 
■

 

■

'
 
:

 

••
'

 

;
 

'

 
■

 

.

最

霧

術

の

^

、̂
技
術
#

^
を
促
進
し
、
':
'
.
:
こ
.の
結
果
生
産
性
が
向
土
：1>
>

«
格
が
引
き
さ
げ
ら
4

実̂

質

所

得

が

：増

大

し

、

生

産

物

へ

の

需

要 

は
增
加
じ
、.：い
.つ
.そ
ぅ
の
投
資
が
行
な
わ
れ
、
競
争
が
さ
ら
に
激
化
1
、
累
積
的
に
.大
市
場
の
望
ま
し
い
効
果
が
拡
大
し
：て
い
く
.の
で
_
^
。
さ

e

■,
•:..
 

'
 

■

...

 

.

.

. 

..... 

.

ら
.に
大

市

場

：の

利

益

と

し

て

挙

げ

ら

.れ
る
の
は
:'
域
外
と
の
経
済
関
係
に
.お
け
る
利
益
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
域
外
に
対
す
る
依
存
性
が
相
対
的
に

. 

•

 

.

 

.

 

.•.•

一
.....-.
 

.

.

 

•.
 

.

.

.

.

.

.

.

低
下
す
る
結
果
.と
し
.て
の
：域
外
.の
要
因
：.に
対
す
る
脆
弱
性
の
減
少
、
域
外
に
対
す
る
交
渉
力•

競
争
力
.の
増

大

、
，
交

易

条

件

の

改

善

、

域

外

.か

ら

. 

(

生
15
:

) 

■.
ぐ
“ 

•

の

資

本

流

入

の

增

加

等

々

の

効

果

が

あ

る
。：：：

そ

の

ほ

：
か

重

要

な

の

，
は

.、
：
統

合

内

の

市

場

が

安

定

化

さ

れ

た

結

果

と

し

：て

、

危
険
性
〃
.
.不

確

実

性

が

■ 

(

Ji
.6)

減
じ
、：
こ
れ
が
有
利
な
効
巣
を
生
み
出
し
て
い
る
.こ
と
で
あ
る
0
. 

•

. 

>』

れ
迄
，の
理
論
的
研
究
の
す
べ
て
は
、

,!
-
れ
ら
へ
の
^
^
 ̂

さ
ら
に
は
現
実
的
な
実
効
性
の
問
題
を
究
明
す
る
こ
と
に 

向
げ
^
れ
ヤ

：き

た

と

い

え

：よ

.ぅ
0
.
.
:
:
,

.'べ

:

次
に
統
合
'の
：そ

の

他

の.手
段
の
考
察
で
.■は
'
，
:
.

ま
ず
生
産
要
素
の
#

サ
ミ
ュ
‘
エ
ル
ソ
ン
の
い
ぅ
国
際
的
生
產
要
素
脑
格 

均
等
’化
論

：は

、"そ
め
厳
密
な
仮
定
'が
：統

合

諸

国

間

に

お
.い
て
満
た
.さ
れ
な
い
結
果
、
成
立
し
え
ず
、
し
た
が
つ
て
.経
済
的
厚
生
；の
増
大
の
.た
、め
に

, 

■
.(4448)

は
、
生
産

要

素

«
本
>
労
働)

.の
移
動
が
必
然
化
.さ
れ
、
-そ
の

効

果

の

分

析

が

府

な

わ

れ

た

。
：
次

に

問

題

と

さ

れ

た

：の

は

-'
統

合

内

め

国

際

収

支 

均
衡
■

た
め
1

ら
_

，

手

段

！

り
'
⑴
多
角
的
な
決
済
制
度
と
そ
れ
に
伴
ぅ
信
用
の
供
与
、
⑵
国
内
の
.ィ
ン
フ
レ
•
デ

フ

レ

政

策

、

⑶

為

替

相

場

め

変

更

丨

⑷

共

通

通

貨

制

度

、
：：

. 

<
注
19)

.
: 

,

. 

. 

. 

.

. 

バ

等
の
政
策
の
ぅ
ち
ど
れ
が
と
ら
る
べ
き
か
.の
検
討
で
あ
る
。
し
か
し一

時
的
な
不
均
衡
は
別
と
し
て
、
本
質
的
に
は
域
内
諸
国
の
.均

衡

成

長

：
の

問
 

.
経

済

統

合

の

理

論

と

実

態

: 

. 

四

：一

ニ 

0

0一)

.



題
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
域
内
不
均
等
発
展
を
い
か
.に
調
整
す
る
か
の
政
策
的
究
明
を
生
ん
で
い
る
。
第
三
の
最
も
重
要
な
問 

C
題
は(
銃
冷
諸
国
間
の
：！$
1別

的

光

藤

済

政

策

；の

撤
-«
>
調

整

ハ

経

済

政

策

の

：銃

；：

--
*
弋
^

'変
動
除
去
め
た
め
'の
政
策
を
統
：1
し
.て
、
.安
定
的
な
成
長
を
実
現
せ
ん
と
す
る
も
.の
で
あ
る
。
 

' 

‘

'一.
 
'以
上
の
よ
う
に
こ
れ
迄
の

統
合
理
論
の
進
展
に
よ
っ
て
、
統
合
の
も
つ
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
な
効
果
、.；
さ

ち

：
に

は

関

税

同

盟

を

こ

.
え

る

^
容
を
も
つ 

統
合
の
分
析
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
.い
ま

だ

十

分

.な

も

の

で

は

な

く

、

次
.に
指

摘

す

る

よ

う

：に

種

々

な

る

：欠

陥

：：
•
問

題

点

が

存

在

し

て 

い
る
。
•
こ
の
と
'と
が
、
'次
節
似
後
^
究
明
す
る
新

-^
い
経
済
統
含
理
論
1 

基
本
的W

1
：

づ
け
を
与
え
.H
V'
る
よ
う
に
思
.わ
れ
る
。
•

■;
.
.

 

- 

第
.

1

に
、

こ
れ
迄
の
理
論
で
は
:.
:
'何
放
統
合
が
地
域
的
に
制
約
さ
れ
る
.の
か
-の
明

確

な

論

理

が

明

ら

、か

：で

な

い

。
：
秦

場

：の

理

論

た

ど

も

、
一
そ 

の

ま

ま)

の

論

連

にi
れ

ば

、

：

：
世

：界

大

：の

市

場

に

な

れ

ば

;-
.
'
'
も

0
.と
も
有
利
な
効
果
が
実
現
さ
れ
る
と
#;
え

ら

：れ

：る。
^
^

し

：て

今

迄

に

主

漲

さ

れ

て

.き
た
.
®
.
は
、
：.ま
ず
、；
世
界
太
の
自
由
化
：は
現
実
的
.に
不
可
能
，で
あ
る
か
ら
、.
次
善
.の
策
と
1

 ̂

,い
：て
.
.：こ

れ

を

実

墨
‘さ
：る

：を

え

な

い

 

第
一
一
に
は
、

加

盟

諸

国

に

対

し

て

よ

り

安

定

し

.た
市

場

を

保

証

す

る

た

め

.に

■
 

.

.

:

.

'

、
主21)

は
，
.狭

い

地

域

に

，限

定

す

；る

方

が

有

利

で

あ

：：る

と

：い

う

論

理

で

：あ

り

、
ゾ

第

專

に

，は

3
自

由

 ̂

定

の

統 

1
x
l
y
o

，
が

存

在

す

る

地

姨

で

な

.け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
'る
論
拠
.で
絲
^
'
.最
後
に

'-
%
づ
と
も
積
極
的
な
理
由
づ
け
が
、：，
小
島
清
搬
總
の
い

わ
れ
る
長
期
通
減
コ
ス
卞
卞
に
^
い
て
、
.
‘国
際

収

芰

：の

均

衡

と

か

圏

内

^

成̂

長

率

；
の

均

等

；を

^

- 

.

.

.

.

. 

• 

. 

... 

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

■ 

• 

• 

, 

•

.

.

.

.

'

埋
“
合

意

的

分

業

原

理

を

保

持

•
実

行
.す

；
る

た

め

；に

は

ゝ

;'
'資
本
：»,
労
働
賦
存
比
率
に
余
り
大
畜
が
な
く
。

合
意
的
§

の
対
象
商
品
が
-̂

ず
れ
.の
国

で

も

生

産

セ
.き
る

状

況

に̂
る

同

質

的.国
々
_の
統

合

化

が

必

然

で

あ

：る

.上
：す

る

考̂ 

教

授
は
別
^
統
合
は
先
進
工
業
国P
.(

ひ
ろ
メ
い̂
て
同
雪
国
間̂

の

貿

易

拡

大

の

た

め
一

つ
の
制
度
的
枠
組
だ
と
电
張
さ
れ
：て
：い

.る
。
，
こ
れ
ら

:

,

.

 

, 

■ 

• 

-

'

.

.

 

. 

. 

.

■.
.

,'
■

:
 

- 

: 

•

:
 

;

.の
論
理
め
ど
れ
も
が
ヴ
統
合
が
世
界
大
の
亩
由
化
を
め
ざ
す
傾
向
を
も
ち
づ
つ
も
地
域
的
ヒ
制
約
さ
れ
ざ
恙
を
え
な
い
と
い
う
特
殊
性
を
十
分
に

.解
明
し
て
い
る
4
:は
思
わ
.れ
な

い

ク

最

後

の
^
島

教

授

り

説

明^,
か

な

り

办

正

当

性

を

も
o-
*
て

い

石

そ

兔

览4

&が
於

無
1
に
^ '
-
在

す

ん

と
 

，
は
#
え

：ら

、
れ

；

^

;合
理
的
分
業
0
論
 ̂

そ
れ
.は
資
本
生
義
経
済
と
い
'う
枠
を
す
で
に
越
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、
む
し
ろ
最
適
規 

瘼

で

の

操

業

を

保

証

す

を

公

顆

顧

学

ノ

動

態

的

価

格

メ

ヵ

ー

”
ズ
ム
の
究
明
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
メ
ヵ
一一.

ズ
ム
の
発
揮
を
保
証
す
る
フ
レ
！
ム
ヮ

が
統
合
.の
*
實
で
あ
ろ
 

3
。..
.
:■-
:■ハ
.
，；

.

■
';
,
,-,
'
ハ.
w
.
.
:
:-
;
:
.
. 

.

.

傳
11

に
、
第

：1摄
と
も
関
連
す
る
.が
：、
.̂

れ
迄
の
統
合
連
論
は
彳
何
故
経
资
統
令
が
生
じ
矣
の
キ
の
必
然
性
め
理
論
的
解
明
'.
要
因
分
析
を
殆 

X
ど
行
な
：.っ
て
い
汝
い
.̂
い
：：う
こ
.と
で
あ
る
。
歴
史
的
な
展
開
さ
ら
忆
は
理
論
的
系
譜
を
迎
っ
て
|
済
統
合
発
生
0
基
本
^
論

理

を

..と

ら

え

ね

ば 

女

ら

ぬ

。■こ

の

免

明

が

右

な

わ

れ
;^
い
^
ば
，
'統
合
が
世
界
大
0.
^
ん
な
名
自
由
賢
易
め
実
瑪
と
同
.
1

(

で
ボ
：
^

え
ら
れ
ず
、
問
麗
の
：中
心
は
、.
無
制
限
の
自
由
競
赞
め
弊
售
啥
認
め
つ
つ
も
な
お
、
制
度
的
な
親
ロ
の
調
整
さ
れ
た
枠
内
で
、.
そ
の
不
利
益
を
極 

小
化
し
、
そ
の
利
益
を
生
か
そ
う
之
す
石
論
理
の
究
明
に
：お
が
れ
る
べ.
き

で

あ

ろ̂.
。..

.

第
三
に
、
；第
二
.の
考
克
の
結
果：
^
じ
て
> 

:従

来
€>

.^
政
策
の
み
に
分
析
を
限
定
す
る
^
と
ば
で
含
ず
:'
^
 

二
ズ
ム
を
部
分
的
に
補
正
な
い
し
是
正 

し
ヤ
:1
.
'
積̂
極
的
な
政
策
の
分
祈
が
欠
く
.
-卑
め
.；で
き
ぬ
重
要
性
を
も
っ
て
 ̂

'

.

.

.
第
四
.に
、
'.
第

三

：か
ら

：も

明

ら

か

な

ょ

う

に

大

市

場

：の
：
理

論

そ

の

も

の

が

、

矛

盾

な

き

論

理

で

あ

る

か

ど

う

.が

を

検

討

し

て

み

な

け

れ

ば

な

ら
 

ぬ
v
_す
な
わ
ち
規|

の
経
済
が
現
実
S

い
I

れ

篇

の

囊

性

を

も

っ

て

い

る

の

へ

.土
ス
^
は
働
身
え
ず

.:
-
'両

者

：
は
：.矛

盾

を

含

む

マ

^
ち
に
は
統
合
に
ょ
る
大
市
場
_の
実

現

，が

で

本

当

に

競

筆

.の
激

化

：を

も

た

ら

ず

か

ど

5
か

..
0

 ̂

え

顕

在

的

な

ち

び

_;に

潜

茌

的

競

争

者

数

の

増

太

が

競

#:
を
激
化
^
せ
る
と
し
て
も
'
た

ん

な

る

罾

争

の

増

大

が

、
：
：：自

づ

と

：こ

の

1
論
の
主
漲
す
る 

有
利
炎
効
果
を
-%
た
ら
す
と
.は
考

え

ら

れ

な

い

。
.
す

で

に

指

摘

1>
た
ょ
う
に
、
競
争
.の
增
大
が
利
益
を
生
ぜ
し
め
る
た
め
に
は
、:'

:
'
.消

極

的

：.
積

極
 

的
衣
諸
政
策
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
共
通
政
'策
め
実
現
が
.統
合
の
主
要
な
内
容
の
一
.つ
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

• 

：
:

;」 

.経
済
.終
合
の
.理
論
と
実
態
.

四
三
'(

.

【

D

0三)

；.



ギ
第
五
晨
：.：
こ

れ

迄

の

：馨

埋

論

' 0.

殆

ん

茗

が

で

先

進

国

統

合

を

対

象

%

て̂

：お

：サ

；

i-
2 6)

.

 

. 

.

 

■
-

 

.

 

デ
.卿
は
存
«
し
.て
仏
欢
ぃ::
10
先
，>
後
進
国
間
の
基
本
的
な
経
済
条
件
の
羞
異
と
じ
ャ
、

)

後
進
国
は;;
農
業
の
比
重.が
^

段

階

に

達^ :
て
；い

ず

泠

価

格

：默
ヵ
ヾ

:-
ズ
：^ :
の
有
効
な
作
用
が
期
待
出
来
ず
',
'
廣
源
配
分
に
関
す
^

^

:

家
能
力
が
欠
如
し
て
お
り
，
•経
済
の
新
し
.い
，環

境

へ

の

適

応

性

に

も

乏

し

い

こ

.と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
済
統
合
化
の
理
論
的
必
然
性
が
、
の
：

ち

：に

論

証

す

る

よ

ぅ

に

低

_
発
国
ぬ
も
同
様
に
存
在
し
^
い

名

以

土

、
：
：
徒

来
€>
'
理
論
と
は
別
.に
、：_德
開
発
国
統
合
理
論
を
確
立
す
る
必
要
が
ぁ
：今

.

.

ぅ

。;;-

>

、

:>

;
: 
.

.

.
 

*

 

, 

.

.

.

.

'

:

.第

六

：
に

ぐ
.大

市

場

：
の

理

論

は

？
：
：
主

と

：
し

'て
：生

産

面

よ

乜
::
'

^
 

の
社
^
化
が
大
市
^
を
必
要
と
し
、
大
市
場
め
実 

現

が

逆

に

坐

摩

に

い

が

な

：る

効

果

を

及

ぼ

す

か

^
分
析
を
菜
中
し
て
.い
る

：。
へ
？
し

が

し

盾

の

；反

面

ど

の

消

費

面

需

要

面

か

ら

：の

考

慮

：が

同

時

に 

必

要

と

さ

れ

よ

：ぅ

。

'統

合

令

必

然

化

す

る

：の

は

生

產

の

社

会

化

と

と

も

.に
、
と
く
に
高
度
に
エ
業
化
の
進
ん
だ
®
，

高
度
化
が
、
'
ー.国
内
の
生
產
に
よ
：：っ
'て

は

満

た

，
す

こ
'と
が
出
来
な
い
：と
い
ぅ
事
実
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。

■

第

七

に

、
，
大

市

場

：
の

理

論

を

中

心

名

す

る

経

済

統

合

:0
動
態
分
析
は
、
.
い
束
だ
体
系
化
さ
れ
統
一
化
さ
れ
た
‘
の
と
は
な
っ
て
.い
な
い
。
し
た

• 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

•
. 

....
 

• 

, 

: 

. 

. 

.

一：
.
'
.
.
. 

.

し

.

.
'
.
'
'
.
.
.
:

■

、二

が
：っ
セ
さ
ら
に
つ
ゃ
込
.ん
：だ

動

態

分

析

が

必

要

：で

あ

り

、
_ 

:
そ

れ

と

同

時

に

、
ぺ

比

較

生

産

費

原

理

%:
ま

た

統

合

内

お

よ

び

銃

合

間

の

分

業

原

理

と

し 

て
有
効
な
よ
ぅ
に
理
論
的
に
深
化
^
動

態

化

さ

れ

ハ

さ

ち
^
は
新
し
い
分
業
原
理
め
設
立
等
尨
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
#

^

。
:'
- 

.

第
八
に
、
.従
来
の
銃
合
理
論
は
、；
統
合
域
内
の
効
果
に
重
点
が
凇
か
れ
、
：：わ
ず
か
輿
域
外
^
対
す
る
影
響
の
究
明
と
し
て
は
：ノ
ヴ
ァ
ィ
ナー

の
：

い
ぅ
貿
易
転
換
効
果
と
域
内
の
経
済
成
長
の
促
進
が
も
た
ら
す
域
外
か
ら
の
輸
入
増
加
と
い
ぅ
成
長
効
果
と
の
ニ
：つ
が
存
在
す
る
に
す
ぎ

.

. 

• 

^

問
題
は
単
に
統
合
の
域
外
に
対
す
る
効
果
を
さ
ら
.
.に
：精

緻

：に

分

析

す

る

と

い

う

こ

土

で

は

，介

く

て

、
、

.よ
り
本
質
的
に
は
> 
.#.
地

域

に

存

在

す

る

統 

合
間
の
関
係
は
.ど

の

；
よ

う

な

も

の

、
で
：
あ

り

,'
.
:そ
こ
.に
如
何
な
る
経
済
原
理
が
作
用
す
る
の
か
、
よ
り
具
体
的
に
問
題
を
限
定
す
れ
ば
、：
と
く
に
先 

难

国

統

合

と

低

開

発

国

統

合

と

ぶ

何

等

：が

Q

調

整

さ
.れ
：た
原
理
に
も
と
づ
.い
て
.お
互
に
協
力
し
合
っ
て
す
す
み
、'
世
界
経
済
の
不
為
等
発
展
、が
是

正
さ
れ
る
の
が
、
む
し

6-
統

合

間

の

：
.間
係
ば
あ
く
迄
も
对
立
し
相
克
し
た
：も

0-
で
あ
り
>
.世
界
経
済
は
分
裂
化
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
問
題
の
解 

明
は
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
も
が
で
あ
り
、
統
合
娌
論
.は
.、
.少
く
ム
も
純
経
済
理
論
的
見
地
か
ら
し
て
、
究
極
的
に
は
こ
れ
に
解
答
し
ぅ
る
も
の
で 

な
け
れ
ば
な
ら
'^
い
。
そ
の
意
味
で
要
因
分
析
£
 

.
層
の
：深
.化
が
；要
請
さ
^

さ
ら
^
は
沙
く
と
も
現
在
の
理
解
で
は
望
ま
し
か
ら
ざ
る
垂
直
的 

統
合
.を
分

析

，し

、

そ

れ

を

効

：果

的

た

，ら

し

め

る

条

件

，
：源

理

を

追

求

す

る

こ

と

も

重

要

と

な

'っ
て
ぐ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

.

第
九
に
、
こ
れ
迄
.の
理

論

は

；、
：経

済

統

合

の

利

益

を

強

調

し

ず

ぎ

た

き

ら

：
い

が

あ

る

マ

統

倉

は

：あ

く

迄

%'
一
 
V

つ
の
手
段
で
あ
^
、
：そ
れ
は
利
益 

と
同
時
：に
不
利
益
を
生
む
。:-
し
：た

が

七

て

：理

論

の

で

つ

：
の

課

題

は

、
，，
こ

の

利

益

を

極

大

化

：し

不

利

益

を

極

小

化

す

石

条

件

.を
統〉r

的
に
確
立
す
る
.
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：
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ァ
イ
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よ
；れ
ば
、
.'
■
■完
全
な
形
態
の
関
税
同
盟
と
ほ
、
(1
)
加
骒
国
間
：の
‘関
税
'0
完
全
な
撤
帛
：
(2
)
同
^

か̂
ら
の
#
入
；に
対
す
る
共
11
_
税
の
設 

.■定

3

合
意
..の.上
で
の
'方
，式

に

よ

...る

関

税

収

入

©
配
分
ノ
^-
三
づ
^
条
件
を
備
ぇ
た
も
^
で
あ
る
。〈J.h.viner,. The c

u
s
t
o
m
s
a

B.on. Issue. New. York, 

1
9
5
P
P
. 5

.
)

な
お
0
<亇
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汉
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定
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要
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。
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u
か
し
ミ
I
ド
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フ
ス
キ
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お
.い
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れ
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賛
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し
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な
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M
l
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f

^

o
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Customs 
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し
て
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島
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さ
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ァ
イ
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さ
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よ
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極
大
化
と
貿
易
の
最
適
化
め
ニ
つ
の
面
が
、
関
税
同
盟
の
場
合
に
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
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ろ
う
• <

小

島
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州
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済
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あ
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Bela Balassa, Theory.'pp.177 〜
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.
小
島
教
授
拟
別
の
論
文
で
次
の
ご
と
き
疑
問
を
提
出
さ
れ
て
：い
る
。'「

ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
：
関
税
同
盟
：を
作
0

た
諸
国
の
ご
.
と
き
小
国
に
つ
い
て
は
、
規
模 

.

の
-経
済
.を
う>

0

た
：§

と
い
5 :

意
张
で
十
分
な
理
：由
が
：あ
る
。
だ
が
そ
れ
を
超
え
た
フ
ラ
シ
ス
，
^ '

千
ッ
の
-:
;

と
.き
大
市
場
6
:
づ
：.い
て
、
^
^

:-

'は
っ
.き
ヶ
し
た
必
然
性
が
：あ

ろ

う

.か
。
そ

れ

ら

の

大

国
.に
：と
0
:て
は
， 

づ
そ
う
能
率
的
で
あ
り
、
望
ま 

し
い
.：か
も
し
れ
な
い
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:

次
商
品
貿
易
と
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同
市
場」

.
l

Q

l

i
:

. 

_ 

-

:

§

2 5)

と
く
に
重
要
が
の
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域
内
の
.制
等
発
展
の
た
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の
方
策
の
：検
討
で
.あ
り
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」
の
分
析
の
完
成
が
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合
の
地
域
性
：を
逆
に
解
明
す
る
こ
と
に
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て
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近
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'第
一
：

1

節

：
' 経
済
統
合
理
論
確
立
.の
必
要
性
と
そ
の
体
系
.
.；■

.

.こ
れ

迄

の

究

明

に

よ

り

、
：
：
新

し

.い
意

味

で

：
の

拯

泥

疏

贫

理

：論

が

確

立

缺

、

現

実

的

な

展

開

.か
ら
.も
銜
来
の
理
論
の
緣
討 

れ
て
お
り
、.
.新
統
合
理
論
が
い
か
な
る
体
.幕
；
内
容
を

^
つ
べ
ぎ
れ
於
ほ
樣
明
ら
ぢ
に
な
0
:た
ば
5;
^
に 

し
た
が
っ
.て
、-
こ
こ
で
歡
想
す
る
経
済
紘
が
现
論
の
体
系
を
明
示
^
、
ま
ず
大
ぎ
な
研
究
方
咏
を
提
示
し
て
お
き
た
^

I
す

な

わ

：ち

、
：
そ

の

体

系

ば

、

大

別

し

：
て

[ -
経
済
統
合
の
理
論
的
必
然
性
.の
解
明(

要
因
分
祈)

H
経
済
統
合
の
塞
本
的
論
理
の
解
明
、.

と
、
：
-1
1

■

こ

.

:

. 

. 

... 

■ 

. 

.

,

C

経
済
統
合
の
効
果
分
析
' (

利
益
分
析)

、
一
と
よ
A
な

；る

。

前

者0,
次
明
の
.上
に
後
者
の
研
究
を
す
す
め
:'
両
者
を
関
連
し
て
と
ら
：え
ふ
こ
と
に
よ
っ 

.で
、
'よ
り
有
効
な
T

f

l
合
理
論
体
系
の
f

 

. 

.

.
さ
ら
に
1
1の
効
暴
分
析
竹
、

—.
8;
紙
分
化
し
て
論
究
ざ
^ ;
ね
ば
な
ら
な
1>
。'
1経
済
統
食 

们
経
资
統
合
モ
デ
ル
の 

設
定
一

-
把
進
国
モ
デ
ル
と
.
開
発
国
モ
デ
ル
：
-
-
-
-
-

.;
'
咖
蘇
済
統
合
.の
利

益

極

龙

化

：の

年

办

ゆ

条

伴

-
統̂
合
の
#
効
性
の
判
断
基
準
か
設
定
、
IV
O

.I 
.
.
.
.
.
.
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. 
'* 

-> 
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''マ

経
済
統
合

の
域
外

効
果
分
析
+
.
.
.

(

释
済
統
合
間
の
関
傲
、
調
整
問
題
の
分
析
も
含
む

-

们
経
济
統
合
の
事
後
的
効
果
分
诉
ん
統
合
効
果
の
判
断
基
^
、

T
f 
..
.
.
.
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r
l
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rv
l

"そ
：の
他
め
問
®

—

産
業
特
低
芬
業

^
の
策
定
基
準
と
域
内
共
通
政
策
—

で
あ
る
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,
従
來
ひ
理
‘論
勝
附
は
%'
^.
は
ら
.效
果
分
析
に
向
げ
ら
れ
"
し
，か
も
と
こ
で
の
べ
た
六
つ
の
頊
目
€>
-
ぅ
ち
の
0
に
集
中
し
て
い
た
と
い
え
ょ
ぅ
。
 

n
の
モ
デ
ル
の一

一
分
.に
も
-a'
々
の
特
徴
が
.指
摘
で
き
る
が
、

I
と
n
の
分
析
に
も
と
づ
き
、
統
合
の
利
益
を
極
大
化
し
不
利
益
を
極
小
化
す
る
た 

め
に
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
条
件
の
.考
察
を
体
系
的
に
行
な
い
、
ご
の
理
■•論
の
設
立
が
十
分
に
な
し
.え
た
場
合
に
は
、
こ
の
条
件
な
い
し
基
準
を 

具
体
的
な
統
合
化
計
画
な
い
し
は
世
界
の
現
状
に
適
疳
'し
て
、

ど
.の
她
域
に
い
.か
な
る
形
態
の
統
合
が
：の
ぞ
ま
し
い
か
の
究
明
を
行
な
っ
：て
み 

た
い
。
こ
れ
は
、.
.理
論
の
現
势
的
適
用
の
一
つ
ひ
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
さ
ら
に>

に
お
'い
て
は
、

m
が
事
前
的
な
分
析
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
現 

：

実
に
結
膨
さ
^
た
統
食
'の)
^
後
他
な)

〉

効

た

办

破

»-
填を

！®

 

¥
ぺ
良
像
的
貧
料
を
利
用
し
$

て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
ハ.
、

. 

し
' 
..

P

ゆ
経
済
統
合
裡
論
の
#

幕
の
構
想.
®.
基
縣
ぬ
は
、;'
.
:
-
弟

：1.
に
>
瘙
 

.
そ
の
理
解
の
上
に
理
論 

汾
形
成
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
第
二
に
、
し
た
が
っ
て
経
済
統
合
理
論
は
、
資
本
主
義
の
発
展
過
程
に
お
い
て
統
合
の
も
つ
意
味
を
前
提
と
し
て
、
 

論
理
的.
な
斉
一.
性
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
ど
と
も
に
'

理
論
の
現
実
適
用
を
保
証
す
る
も.
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
に
、
そ
の
具
体
化
が
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統
合
の
有
効
性
•
.実
効
姓
の
判
断
基
準
.の
；設
定
^
適
用
：で
あ
り
、
さ
ち
.に
現
実
的
な
統
合
.の
実
現
.性
.の
問
題
が
考
慮
さ
れ
て
、
：.1

貫
し
た
理
論
体 

系
が
確
立
さ
れ
.る
と
と
も
に
、
'
:統
ー
的
な
理
論
と
実
傺
と
0
結

び

つ

き

が

実

現

さ

れ

る

：の

‘終
と
い
ぅ
#'
え
が
存
在
し
て
い
る
。
本
論
文
の
表
題
た 

る
統
食
の
理
論
と
実
態
は
、
こ
の
体
系
に
ょ
る
具
体
的
な
骚
開
が
抒
な
ゎ
れ
^
こ
と
欧
，̂
'0-
'
始
め
て
：十
^
に
解
 ̂

と
に
な
ヴ
、

の 

分
析
は
そ
こ
に
中
心
が
ぉ
か
れ
る
ひ
で
知
る
。

'3
i

記

こ

.の
理
論
体
系
の
.
具
体
的
な
展
開
、
そ
の
，現
実
適
用
ぉ
ょ
.
び
実
現
性
0 :
,
究
明
は
、'
本
誌
六
三
年
ニ
月
号
の
_『

経
済
統
合
の
理
論
.
と
実
態——

経
済
統
合 

.

a:

論

の

体

系

に

つ

：い

て

——
i

で

行

な

う

予

定
.で

あ

る
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本
稿
ば
徳
§

期
か
岛
|

期
^
か
け
：.て
の

移

行

過

程

戈

、
：労

雲

の

虜

質

賃

金

が

ど

'-
5

変
動
し
だ
か
を
考
察
す
る
も
0
で
あ
る
。
徳
川
時
代 

の

寶

金

：の

趨

勢

や

、

.明
治

時

代

に

お

け

る
1

0
変
ft
は

此

較

的

判

明

し

、
て

ぬ

る

が

-'
.両

時

代
#

±
^

す

る

；.
4
.
の
：は
：
殆

ん

：ど

な

：い
：
と

言

-o
て
よ 

Vい
。
：
こ
：こ
で
は 

一
八
三
〇
年

(

天
保
元
年)

か
ら
一
八
九
四
年(

明
治
ニ
七
年

)

にf

至

る

東

京

：の

建

築

労

働

.者
の

：
賃

金

.変

化

を

観

察

.

.C0
対
象
に
す
る
。
こ
の
時
«

の
賃
金
労
働
者
と
い
え
ば
こ

の

よ
ろ
な
»
築
関
_係
.と

、

他

，
の

多

く
.は
農

業

の

年

雇..
>
,
日

犀

と

い

わ

れ

：る
'労
働

者

■で
あ
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へ
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業
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業
 

の
技
能
職
種
で
あ
る
か
ら
特
殊
な
.位
置
に
あ
つ
た
と
は
い

£
、
二
般
労
働
市
場
の
i

状
態
と
無
関
係
で
卷
る
箸
は
な
い
。
そ
れ
故
こ
れ
ら
労
働 

へ
者
の
実
質
賃
金
を
探
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
に
資
料
が
利
用
で
き
な
い
限
り
、
当
時
の
労
働
者
の
生
活
水
準
が
ど」

ぅ
変
つ
た
か
を
推
1
計
ら
ざ
る 

.を
得
な
い
だ
ろ
ぅ
，

手
続
ぎ
は
0
職
種
別
賃
金
の
資
料
を
求
め
、
㈡
各
'々
を
一
八
五
一
年
を
一
〇
〇
と
す
る
指
数
に
し
、
㈢
労
働
力
搆
成
を
推
定
し
て
こ
の
ウ
ェ
ィ
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し
、
㈥
家
.計
支
出
構
成
.を
推
定
し
て
こ
の
ウ
ェ
ィ
ト(

固
定)

に
よ
り
生
計
費
指
数
を
算
出
す
る
。
㈦
名
目
賃
金
指
数
を
生
計
費
指
数
で
デ
フ
レ
ー 

建
築
労
働
者
の5K

質
貨
金——

一
八
三
〇
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-*
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九

四

年
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